
令和７年 10 月  主な市民の声  

問合せ：秘書広報課  ☎ 773-6658 

◇市営駐車場（浦佐駅利用者用）について  

【ご意見・ご提案など】  

今年にな って 、浦佐駅 を利 用する方 が増 えたのか 市営 駐

車場が満車に なり路上駐車 が大変増えて います。駐車 禁 止

の勧告はして いるようです が、一向に減 りません。市 営 駐

車場を本来の 『浦佐駅利用 者用』以外で 利用している 方 も

いるのではないでしょうか 。  

現状で市 長、 市議会議 員の 中ではこ の問 題に関し て声 は

ないのでしょうか。  

提案ですが、  

①無料駐車場をやめて有料にする。  

②近隣に第二市営駐車場を作る。  

で現状を改善できると思います。  

有料にすることで、本来の『浦佐駅利用者用』以外で利用

する人は減る と思います。 南魚沼市とし てどう対応す る か

回答をお願いいたします。  

 

【お返事】  

・『浦佐駅利用者用』以外で利用 について  

【回答】  

浦佐駅利 用者 以外の利 用者 の有無に つい ては、調 べる こ

とが難しい状 況です。ご不 便をおかけし ておりますが 、 ご

容赦願います。  

・この問題に関しての声について  

【回答】  

昨年 12 月議会において、田中せつ子議員より「浦佐駅周

辺の利便性向上について」質問がありました。  

市としては、「民間の駐車場が点在している状況を踏まえ

て、民業圧迫 の観点から新 たな駐車場の 整備は考えて い な

いこと、路上駐車については、モラルの問題であり、違法に

駐車している 場合には警察 に連絡をし、 しかるべき処 置 を

お願いしていること」と答弁をして います。  



○ご提案について  

①無料駐車場をやめて有料にする  

【回答】  

有料にす るこ とで路上 駐車 の増加な どが 懸念され ます の

で、現時点では考えておりません。  

②近隣に第二市営駐車場を作る  

【回答】  

先ほど回 答内 容のとお り、 新たに第 二駐 車場を整 備す る

予定はありません。  

路上駐車 につ きまして は、 警察に連 絡し 対応して いた だ

きます。  

 限られた区 画ですので利 用者の皆様に はご不便をお か け

しますが、ご理解いただきますようお願いいたします。  

（担当：財政課）  

 

◇ポータルアプリ hugnote(ハグノート )について  

【ご意見・ご提案など】  

今年度から保育園ではポータルアプリ hugnote が開始さ

れ、毎日利用 させて いただ いてい ます。 慌ただしい朝 の 時

間に電話をか けなくても、 アプリで出欠 の連絡ができ 本 当

に有り難く思っています。  

また、保 育園 の先生方 によ るお知ら せも 楽しく拝 読し て

います。特に 、撮影いただ く子どもの写 真がどれも 大 変 可

愛く、普段わ からない園で の様子を拝見 する事ができ 嬉 し

く思います。 園から帰宅し た子どもとの 話題にも写真 を 通

して盛り上がっています。  

お知らせ の 写 真につい てで すが、現 在は 薄く転載 禁止 の

レイヤーがかかっています。hugsnap という同アプリの写真

提供拡張サー ビスの為の よ うですが、ぜ ひこれらの写 真 も

手元に残したく思っています。今後、hugnote での写真販売

サービスの予定はありますでしょうか。  

また、数 年前 より園で の写 真販売と して フォトレ コの サ

ービスも開始 されました。 フォトレコの 業者様と連携 を す

る等も考えられるかと思います。  

日々成長する 子どもたちを 、その時々の 写真と共に振 り 返



りたく思っております。  

 

【お返事】  

保育園アプリ（ hugnote）につきまして評価いただきあり

がとうございます。  

 公立保育園 での写真につ いては、行事 の際は地元カ メ ラ

マンや写真店 に対して撮影 及び販売を依 頼しておりま すが、

お問い合わせ は、保育士が 撮影した通常 保育時の写真 販 売

を希望されているものと思います。  

市では、 この 度の保育 園ア プリの導 入に 当たって は、 児

童・保護者・ 保育園の三者 が満足するよ う様々取り組 ん で

きたところで す。今後もア プリのさらな る活用を進め る た

め、保育現場 の意見も踏ま えながら、写 真販売も含め て 検

討していきたいと考えております。  

（担当：子育て支援課）  

 

◇海外の大学へ進学するための支援について  

【ご意見・ご提案など】  

「南魚沼市出 身の学生が海 外大学へ進学 するための支 援 」

をご検討いただきたいという提案です。  

日本から 海外 の大学へ 進学 すること は、 現在でも 非常 に

高いハードル があります。 語学や経済的 な問題、情報 不 足

など、学生が 海外を目指す には多くの壁 が存在します 。 私

はそれを無理 に勧めるつも りはありませ んが、希望す る 学

生が一歩を踏 み出せる環境 を整えること は、今後の南 魚 沼

市にとって非常に有意義だと考えます。  

南魚沼市は国際大学（ IUJ）を有し、他の地域に比べて国

際色豊かな環 境を持ってい ます。この特 徴を活かし、 市 と

して海外大学 進学支援や国 際的な教育プ ログラムを充 実 さ

せることで、「外へ挑戦する若者」と「世界から訪れる人々」

の両方が育つ街づくりができると思います。  

また、こ うし た取組 み は教 育面だけ でな く、経済 的に も

良い影響をも たらします。 たとえば、私 が現在暮らす ロ ン

ドンでは、バ ラマーケット という市場で 三条市の刃物 を 見

つけました。 新潟県の技術 が世界に届い ていることを 目 の



当たりにし、 強い感銘を受 けました。南 魚沼市の誇る お 米

や日本酒も、 同様に海外市 場で十分に通 用します。教 育 と

経済の両面で 国際化を推進 することは、 地域の新たな 発 展

につながると信じています。  

「最上級 の証 明は経験 であ る」とい う言 葉の通り 、実 際

に海外で学び 、見て、感じ る経験は何も のにも代えが た い

財産です。そ うした経験を 志す若者を一 人でも取りこ ぼ さ

ない。そのような街づくりを南魚沼市に期待しています。  

 

【お返事】  

現在、海 外の 大学進学 への 支援につ きま して、市 では 奨

学金制度など 直接的な支援 は行っており ません。 海外 の 大

学への進学は 費用負担が大 きく、学生の 負担軽減を図 る た

めには、給付型の奨学金制度が適していると思われますが、

学生に対する大きな支えとなることが予想される一方で、1

人当たりに対 して の支援金 額が多大とな ることとなり 、 公

平性の観点か ら実施には慎 重な検討が必 要であると考 え て

います。  

広い視野を持った人材育成のため、市では、中学生 12 名

と高校生４名を、アメリカ合衆国（ワシントン D.C.・ニュ

ーヨーク）へ毎年派遣していま す。この事業では、中学生高

校生が多様な 人種と文化に 触れ人権や平 和について学 び 考

えるとともに 、国際的な視 野を持った次 世代の人材と し て

成長するため の経験を培う こ となどを目 的に実施して い ま

す。研修に参加した生徒からは、海外に留学して学びたい、

将来は海外で 仕事をしたい といった声が 多数聞かれて おり、

夢が実現することを強く期待しています。  

また、海 外で 学ぶため に必 要となる 英語 について 、早 い

段階から意欲 的に取り組め るよう、英語 検定の受検料 を 補

助しています 。中学生で英 検３級以上の 力を身につけ 、 英

語を用いたコ ミュニケーシ ョンができる 人材に成長し て も

らいたいと考えています。  

このほか 、市 では起業 、創 業の支援 とし てスター トア ッ

プに対する補 助金等を充実 させており、 海外のマーケ ッ ト

に直接触れる 機会の創出を 可能としてい ます。将来的 に は

海外派遣事業 と共に充実し た国際化の施 策にしていき た い



と考えています。  

一方、南魚沼市にある「県立国際情報高校」が来年度末で

閉校し、令和 ９年度より「 県立国際フロ ンティア高校 （ 仮

称）」として開校することが発表されています。国際フロン

ティア高校で は授業を英語 のみで行う教 科もあり、ケ ン ブ

リッジ国際教 育プログラム によるカリキ ュラムを履修 す る

ことで、卒業 後は海外の大 学への進学も 可能となると 伺 っ

ています。南 魚沼市の中学 生が海外の大 学を目指す際 の 進

学先として、 近道になるの ではないかと 期待しており 、 近

隣の中学校との連携について県と協議を行っています。  

海外で学 ぼう とする若 者の 支援につ きま しては、 これ ら

の取組の延長 線上にあるも のと認識して おります。南 魚 沼

市の児童生徒 が海外も含め た様々な選択 肢に目を向け ら れ

るよう、今後も後押ししていきたいと考えています。  

（担当：学校教育課、企画政策課）  


